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活力ある園芸産地創出支援事業の具体的な展開方法について

◎サマーティアラ産地化支援

◎直売所向け生産の拡大支援
　軟弱野菜（こまつな等）、促成山菜（うるい等）
◎加工・業務用野菜産地育成支援
　加　工　用：にら、たまねぎ、ほうれんそう等
　学校給食用：にんじん、じゃがいも等
◎県が推奨する高品質生産、省力技術導入支援
　周年出荷ハウス、養液栽培施設、収穫機・選別機等

◎優良新品種導入支援
　りんどう、アルストロメリア等の宿根性花き、ばら等の永年性花き
　（土地基盤整備と一体的に実施）
◎県が推進する高品質生産、省力技術導入支援
　周年出荷ハウス、ヒートポンプ等省エネ施設、防除機等

○優良新品種の導入とオリジナル品種の普及
○省力化、省エネ化、規模拡大による低コストと生産性の向上
○家庭用ニーズに対応した産地づくりと消費拡大の推進

花　き

花　き

○優良オリジナル新品種の早期拡大による山形ブランドの確立
○気象変動への対応や生産性向上に向けた新品種や新技術の開発
○長期出荷体制の確立
○生産対策の推進及び新たな食べ方提案
○山形らしい新品目新品種による産地推進

果　樹

○地域性・特性等に着目した産地の育成・強化
○加工業務用野菜産地の育成
○「サマーティアラ」等優良オリジナル新品種の産地拡大及び販売戦略
　の展開
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◎優良オリジナル新品種導入支援
　りんご「秋陽」・「ファーストレディ」、西洋なし「メロウリッチ」等の苗木導入
　（土地基盤整備と一体的に実施）
◎新品目（特産小果実類（ブルーベリー、山ぶどう）等）導入支援
　（土地基盤整備と一体的に実施）
◎県が推奨する高品質生産、省力技術導入支援
　加温ハウス、果樹棚（栽培改善）、簡易選果機等

県補助金
1／3

市町村嵩上げ
定額30万円

県上乗せ
定額30万円

事業者負担
末端補助率上限1／2
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〜
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対　象：展開方針に基づく
　　　　産地拡大の取組

補助率：1／3

○産地支援型 ○市町村支援型 県補助金
1／3

市町村嵩上げ
1／12

県上乗せ
1／12

事業者負担
1／2

末端補助率上限1／2

県補助金
1／3

市町村嵩上げ
1／15

県上乗せ
1／15

事業者負担
8／15

末端補助率上限1／2
〜
〜
〜
〜
〜

最上地域短期アクションプラン・H22地域プロジェクト予算事業の体系
最上地域短期アクションプランのテーマ及び施策 H22地域プロジェクト予算事業の概要地域の

発展方向

人と技術が活きる「最上」の産業づくり

産業ブランド大国「最上」のくにづくり

輝かしい「最上」を支える人づくり

生涯現役社会の実現

共に支え合い、温もりに満ちた地域コミュニティの形成

地域の安全・安心を支える医療福祉サービス基盤の整備

地域を守る災害防止対策及び克雪対策の推進

高速交通網の整備と活用、生活幹線道路の機能充実

地域資源を活かした日本のふるさと「最上」の展開

定住促進につながる「最上」の産業活性化

地域エネルギーの地産地消の推進

農業関連の産出額倍増

有機の里「最上」の確立

○市場性や付加価値の高い農産物等の産地形成
　に向けた取組み
○最上山菜王国の復活に向けた取組み
○産直・農産加工の機能強化への支援

○バイオマスエネルギー等による排出量取引活
　用への支援
○協働による循環型社会の構築推進

1,450千円

4,636千円

365千円

3,805千円

3,620千円

2,070千円

2,382千円

○最上ブランド戦略の推進
○耕畜連携によるエコ農業の推進

安全・安心を支え交流・連携を推進する「最上」の基盤づくり

住民がいきいきと暮らせる「最上」の地域づくり

農業関連の産出額倍増プロジェクト

最上の産業活性化プロジェクト

有機の里「最上」の確立プロジェクト

地域エネルギーの地産地消プロジェクト

日本のふるさと「最上」プロジェクト

安全安心を支え交流連携を推進する基盤づくり

住民がいきいきと暮らせる地域づくり
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○建設業者の農業分野への進出推進
○地域ブランドを支える人材の育成

○地域の資源・技術を活用した産学官連携による
　商品開発への支援
○農商工連携による最上「食」産業の振興
○農業・農村資源を活用した体験型観光の推進

○バイオマス資源等の利活用を普及させるための
　仕組みづくり
○地域エネルギー共同化システムの研究
○木質バイオマス資源関連産業の起業化の促進

○雇用創出に向けた実践的な人材育成の推進、雇
　用創造効果の高い事業の実施
○大学等と連携した産業官連携のきっかけの場の
　創出
○地域の資源・技術を活用した産学官連携による
　商品開発への支援

○地域資源を磨きあげる推進体制の整備
○観光素材としての森林の有効活用に向けた取組み
○地域の自然、巨木、温泉、食、景観など観光資
　源の活用推進

○地域内外の企業間の多目的ビジネスマッチング
　の場の創出
○地域資源を活用した賑わいづくり・まちづくり
　への支援

○高齢者の労働力や技術を活用する仕組みづくり
○地域づくり活動活性化、地域の課題解決に取り
　組む実践的人材育成への支援
○地域住民等によるボランティア活動への支援

○高規格道路の整備促進に向けた取組み
○最上小国川流域の治水対策の推進
○地域防災体制の整備
○ナラ枯れ予防対策の推進

○最上・雄勝・大崎地域連携による仙台圏域等へ
　の情報発信の推進

○高齢者を地域で支える仕組みづくり
○安心して退院できる仕組みづくり
○最上地域から医療従事者を輩出する環境づくり

○地域で支える子育て環境の整備
○地域住民の生涯を通じた主体的な健康づくりを
　支援
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展開方針に基づく取組を強力に支援農林水産業元気再生戦略
活力溢れる農林水産業を目指す
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園芸部門（平成24年目標）
886億円　 　1.2培　　 1,039億円

対　象：市町村が定める重点振興品目
　　　　地域別広域産地化品目の戦略品目、特定振興品目から最低3品目
　　　　選定（原則「果樹」、「野菜」、「花き」の各1品目を基本）
補助率：県補助率上限5／12(1/3+1/12)
　　　　県補助率1/3を基本に市町村が独自に補助する場合、県も同率以
　　　　内で協調して上乗せ補助、補助率1／2まで。
　　　 （それ以上の補助は市町村の自由）


